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1. 本誌 は､物性 物理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し計諭 しあい､ また､研 究 に関連 した
情報 を速 や か ド交換 しあ うこ とを目的 として､毎 月 1回編 集 ･
刊行 され ます｡掲載 内容 は､研究論文 ､研究会 ･国際会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､■
情報 な どです｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いては､原 則 として審査 は行 ない
ませ ん｡ 但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 し く不適 当 と
認 め た もの につ いて は､改訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る ときは､著者 の承
諾 を得 た上 で privatecommumication扱 いに して下 さい｡
投稿規定 ･
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため原稿 は極 力簡潔 にお書 き下 さ
い｡
2. 原稿 は､40'0字 詰原稿 用紙 を使 用 して下 さいC
3･ 数式 ､記号 の葺 き方 は† progress､ Journalの投稿 規定 に
い｡
上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの(のみ を指 定 して下 さい｡
英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャの手旨走 を忘 れ な い よ うに､O とaI
と0(ゼ ロ),u とn と rr､C とe､1 (ェ ル)と1(イチ)､Ⅹ と× ■
(カケル)､u とV等 が- 番 間違 いやす い｡
4. 数式 は 3行 にわたって大 き く書 いて下 さい ｡
5. 1行 以 内 にお さま らない可肯邑性lの あ る長 い数式等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目を赤 で手旨定 して下 さい｡
6. 図 の縮尺 ､拡大 は致 しませ ん｡ - 頁以 内 に入 らない図 は原則
として著者 に返送 し､書 き改 め ていただ きます｡
7. 投稿 後 07原稿 の訂正 はで きるだけ さけ るよ うに して下 さい｡■
8. 別刷 が入用 な場合 は ､ ･投稿 の際 に所要 部数 を10部単位 で申込
んで下 さいO 別 紙代 は下帯 方式 に よ り､ 現金 で納入 して いただ }
き ます｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん｡
p :物 研 出 来 上 り頁 数
x :別刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金 1円
r b :製 本代 (別 刷 一 部 につ き) 10円
別 刷 代 - (a′p+b)Ⅹ +送 料 ｢
別刷代 傘 は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さいO
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い｡
9. 原こ稿 締 切 日は毎 月20日で 原 則 と して 次 月発才子誌 に掲 載 さ れ ます
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大 賞 ィ. 10Fj18日に亡 くな られた坂田先生の理学部葬に研 究部員
会議として生花をおゝ供えしたO
ロ.坂田先生を偲び,先生の公げの講演 としてば最後の ものと思















玉 垣 物研連では昨年か ら科研費配分につLへて検討するworkinggroup
小 沼













ているようで,一結局 2人_とい うことになる可能性 もあるe (そ の




cの健 胃正邦氏 (東大教養)に琴授として来ていただ くとい う内諾 を
得て◆, 正式手続を進行中である0 12月 1日発令予定
d.r助手として,掘内 頑 氏 (8月 1日付 )ジ垣谷俊 昭氏 (8月1日付)
小林正寒氏 (1C･月 1日付)が来 られた,
e｡ア トム塑研究員として次の方 とが来られた｡
池田清美 (新 潟 大 理)
八幡英雄 (東 大 理)
斉藤光雄 (北 大 理)
塚田 捷 (東 大 理)
森井俊行 (阪 大 基 礎 工)
木谷幸平 (東 工 大 理)
浅野太郎 (東 大 教 養)
山口嘉夫 (東 大 埋)
長谷川俊一 (早 大 手堅工 研)
中村 宏 (東 北 大 理)
宮田保教 (東 工 大 理 )














Lらbpold E.員alpern (,Univ,ofWindJOr) 8月
3'6rg Eichler , (fTiahn瑚 eitner lnst) 8月～11月




ChariesG,Kuper (Isrel lnst.Tech,) 9月
Tsung DaoLee (ColumbiaUniv-) 9月
尚, 8月に来 日予定だったM .Fiato 氏はフ.ランスから往復旅
費が出ず来Elされなかったo
g.所員の外国出張
武野正三民 明和 45年 9月27日～昭和 46年 5月 10日
(ソ連邦での ｢不純物 中心に関する理論的研究｣の
セ ミナー出席後 イギ リスオ ックス フ,* 一下).
h,.湯川奨学生
垣谷俊昭氏 (7月 5 1目付辞退)大畠永生民 (8月 1日付採用)




























分 (唱んだとき)を数理研は基研 1.6人対数理研 8人と主張,




中野(董) 現在の宿舎ができ▲る前に も基研は白川学舎で 15人は泊れたのだ
か ら,ふえた分が数研 7人対基研 4人とい うことに怒っているこ
と脅忘れずに確認してお くべきだ,
長 崎 数理研は蕃研が土地を提供した経過を尊重すべきだ o
5. 外人招碑
J.Eichler 氏 (8月 11日滞在)
先回の研究部員会議で 2ケ月分の滞在費が認め られていたが, 1ケ
月分追加す ることに,なったo















牧 現在の組縛助手の任期がJ 71年 5月で きれ る . なおゝ本人か らは再
任希望がでているO
田中 1_正 教育職をこうい うポス トIjC使っているが,行政職はいろい ろコン
トロールされるし, こうい うポス トは研究 と不可分の研究組 借の
上でどうしても必要｡
川 口 研究 ポス トが足 りない としへうのも轟 笑｡教勝員とい うポス トを使
うことを考えた ことがあるか｡
湯 侶 研究所では難 しいのでば夜いか｡
益 川 教帯峨(rま行政職VEI入っているO教務員は制穫上 もむつかしい もの
だ ｡ 助手のポス トをあやした方が 養い｡
湯 川 ここの種い方が将来認め られてい くべきだO
大 賢 歌碑 員は給 料が感ho
牧 亮研では行政職で 45年度末までに 1名 削減を割 当て られている｡■
軍 2沢の定員削減 も各大学に来るだろ うと言われている D
議 長 片 岡さん(G=対 し畢打て畢議がなければ,研究部員会議としてはもう
Z･年勤めてもらう意向だ とい うことで 艮いか0
I/)
-- 異議を く承認 -
＼
i'-′
5. 計算費委 員会報告 ､ `ノ
7月に小額計算脅 (1～ij5万円墳丹)を公募し.たが, ちようど2ケ月
で申請鯛が予算Iに遷 したO乙′机nう枠へ.の要求が高LJl暦 は事実だが,一1 ′






サ′10月 十8日二('C逝去された! 額田先生を偲び,昨年 7月 51日,腫 K
FM放送の ｢私の古 典｣で話された土 シゲJJスの ｢自然弁証法｣のテ















これまで, モ レキュ-ル型は小ユニッ トとして考え,研究会E/C比
べて提案者の考えをできるだげ尊重して きているoそれに比 して
研究会の方はその時点で開 く意味を考える｡モ /,キュールt/まよは
･どのことがないか ぎり意味があると認めれば とうして きた Oしか
し,最近モ レチュールは,一回研究会密碍ぬただけで終るケース
もあるか ら, もの樗よっては,ふつ うの研究会Iにした らい ゝので
∫
は牽いか O ､













勝木提案は意味 を拡張 して変型モ レキュール とい うこ とでい
い の で は な いだろ うか ｡ 地方大学の実状脅部員会議の席上に
勝 木
持ち出して議論し,部 員会議で back up するとい うのではどう
だろうかO要望をもってい くとすればそれは基研ではな く例えば
文部省の ような ところではないだろうかO
(提案理 由督料 2の説明が脅 されたO)
何かを新しく始めようとした場合,最初の壁を破るものを基研が
穫助するということを積極的に考えてい って もい ゝのではをいか
とい うことであるO秋の学会の地方大学の会でこうい う話をした
時, 2.5興味を示した方があった｡
松 田 少 くともある程度,芽がでかけている場合それをモ レキュールに
bindしてい くのならよいが,それがなけれ蝶耳 うい う要求は他
､のところにむけ られるべ きでは-.･.･･
長 崎 発芽させるには夏の学校,学振流動研究員の利用 も考えられる｡
勝 木 発芽しそ うを芽がある場合それをどう芽を出させ るか-日
大 賞 基研の敷居が高いと先程言われたが,基研は全部の研究者の もの
だか ら何故敷居が高いのかそちらが問題だO
勝 木 地方大学には研究者の心理的コンプレックスがあ るO壁を超えや
す くす る道をつ くるかとい うことである O




小 川 15年前,私が広島に行ったとき孤立感があった｡ 誰か人を呼下
-269-
牧第51回研究部員会議々事録
ればい 夜ゝ と思った ｡ その時坂田先生を臨時講師としてお招 きし,
そのお一第子さんに武者修業考を使 って共にV,らしていただいた こ
とが ある｡
発芽前のものを基研としてど_う育てるか とい うものでは貴 く,そA
れはむしろ地方大学の方が誇りをもってやるべきことではないだ
ろうか｡ そこに地方大学の特色があると思う｡
木 与 準備段階で話をもちこむのは適切では奪いのではないか,若手 も
いろいろ研究計画を出しているが, これ らは,はっきりした問題
意識をもってい るO
長 崎 物理 をど ういう考えでやってい くか, ideaがなければ請になら
をいのではないだろ うかo
松 本 金沢大学の場合,既製品の助手 (大大学かも.流れて き産助手) と
自家生産の助手とがあるその後者の人がア トム型に応募して基所
に出て来て,視野が広 く夜 りプラスに怒った ｡ 今後 も広い簡点か
らア トム型を選んでいただきたい O ア トム型研究員制度も形式化
されてきているよ.9なので柔軟性をもたせていただ きたいO又,
具体的に新しい型の計画が出た場合には充分検討する方が£h o
田中正 前回の部員会議で も述べたが, 基研が望ま しい ことすべ てを
tover するとい うわけにはいかをい.壁を乗り超えて研究をす
めゝてい くことが研究者のあるべき姿だ と思う? 勝木氏が部員会
議の席上で具佐案を出されて先頭をきって突破LJ考開いてい草 ゞ
きたh o
古 市 15,.8年前に地方大学にいた時の準韓か らいえば単に何人かい
るとい うのではな くそこに何か芯がなければ うまくいかをVIo外
からの輸入だけで奇 く,それ 自身に意欲をか き葦てられるものが
なければならをい｡
長 崎 学問としてのアイデアが根本に_牽け弟ば考ち 奄ト と思 う｡勝木氏
には今までの意 見を参照して考え直してり食だきLfth_O




敬 ア トム型充 当の員等旅費が,か っては 占0万円位だ ったのが現在
は 12`0万 円に夜.っている｡ 金癖的には現 状が限 度だ と思われる｡
しかし最近はほ とんどの人 が 1ケ月か叉はそれに満たない期間し
か滞在され夜いなど現状が本来のや り方か らはずれて easyをや
り方 として転落してい きかねない危倶 を感 じている.
大 貫 モ レキュールでは,各大学の研 究者が研究連絡をとるための連絡
旅費に使われていろ壌 合があると聞くoそ うい うことも考えて,
尊レキュールの内 容 も議論をしてい く必要かあると思う｡
川 口 研究計 画決定(,7='レフ ェリー制度をとろとい う方法 も一つある｡
大 貫 本来は時間が許す か ぎり部員会議全体で討論 し奇が ら,い ゝ方向
をみつけてい一くべ きではをVlだろ うか｡
永 田 前回インフォーマル ･ミーテ ィシグの恵 良をしたが,その時出て




｢木乗の- ｣とは ｢太来てない ものでは覆い もの｣とい うこと
であるo 未来でないものと(/i,他の所で も充足で きるもの単なる
extension単に金ゾル として利 関す るとい うようをことO
大 貫 他でもで きるのだが,.茎研は出しやすいか らとい F)よう脅ものは
閣 る.限 られた財源の有 効充填Ln方は何かにつ いて内容を議論す
敬
る必要があるD
ア トム型の選考 を尭着服な ど機械的にす る'とそれは ｢本来で ない
もの｣となる｡
長 t崎 ､ モ レキュールは 出来 うるか ぎり時間をかけて内容を議論する よ う
級
托したいO
モ L/キュールとつなが ったア トム型よ りは,個人が基研に来て研
究をするア トム型の方を採 りたい O
川 口 小額計算 費の今年度の応募者 をみる と, インフォメ -Vヨンの多
い大大学の人が多い.







松 田 巨額の計算費の応募がでて くる見込みがなければ今か ら小額計算
費を計上しておいてもい ゝのではないだろうかO
川 口 計画を充分練ってか ら申し込める余裕があ った方がい ゝと思われ
るので,募集す るが否か早 く決めておいた方がよい O
長 崎 前期に半分 (5 0万 円)だけ募集してみて,その状況をみて 6月
の部員会議でも うー庶討議す ることにしたh o
大 貫 坂 田先生追悼の意味の会をもつことに関 してお話したho財源に
関連して くるがあま り遅 くならをhうち (4月頃)に持つとす れ




坂田先生は大げさなことばお好 きで牽か ったか ら,学 問的意義の
あるもの,大げさでなく実質的なものがいいと思うo
財塀 としては,今年度の員等旅費の稔額がま~だれか ら奪い状況で





をは っきりさせてLへくことを考えて-もめ ゝのでは貴いだろ うか｡
長 崎 _各地で議論していただいて案があれば次回握等していただきたい｡
資 轡
小額計算額 一 計貸費 Ⅱ .- .I-の実行案
1.: 昭和 46年度前_期分の予等を 50万円とし･ 1件は 5万円を上限とする
2. 申し込みを申請鳩に認め,予算額に達した ら打切る,前期の受付期蘭は
4月～8月とす る6受付件数 10件
5. 使用は年度 内 とす る -
4. 年度が終ったとき,使用者は基研計算 費委 員会に簡単を報告書を提出す
るO*時期は問わないが,後程 ｢素粒子論研究｣または ｢物性研究｣に報
告を出す ことが 梁 まLh o
*) 計算常委員会は, これを資料 として 6月の研究部 員会議に提出するO
8.=共同利用研究所の参.り方
坂 東 現在原子核研究所で絵素研準備室に定員菅貸してい ることもあっ
て,理論部の所員は 5人しかいをvlo叉研究会旅費も少 く理論の
活動が非常に制限されているo これ らのこ とについて核理専門委




(資料 5の4.5)脅提 出す る予定である｡
坂東氏の碍案を是非とりあげて欲しい｡ 叉基研独自の問題として
客亀部門 を,2部門程慶うなナるtことJを 1､971年度の概算要求 に出
～した らどうか.艶在のプラズマ研究所の客員部門制慶の評価はい
ろい ろあるだろうが,私は良Lh成果をあげて高ると思 う｡公私立
大聖の人が併任になれない とい う,こ とだが, 日大め人 も併任に を
られた と聞いてLへるo 客員部門には特定 目的のためで期限のつい
たもの もあるが,基研はそれでな くプラズマ研型の方が長い と思
う｡
芳 田 物性研ではプラズ マ研究所の客員部 門が通ったあと2部門を要求
して きた ｡ ある時期か ら2部 門のうち 1部 門は純粋な客員部 門,





要求の中で も高順位でSQRの為の 1部 門を要求した｡
一方今年核研から出していた S.torageRing の漕算要求に試験
研究費がつV,たので､,SORの為の客員部門 も通 らをい と非常に
固 るO現在啄研と物性所の所長の連名で storage ring 建 密 の
為の客員部門は是非通して欲 しい とい う要求を出 している ｡
並 木 ･客員部門には公私 立大学 の人が併任になれないとい う問題がある o
伏見氏に聞いた ところ, 正 規 に私 立 大 学の人が客員!,TL凍 られた
ことをまない とい うことだCプラ研 では非常幼研究員の手続 きをし,
内部では私立大学か ら来 られた方 も,客員教腰 とお呼びしている
敬
とい うことらしい｡
核研 菅ど/)もってしつくかの議論が もっとあ って よ'vlo碁研 と高エ
ネル ギー研の捕係 もだが,桜餅 と基研の関係 を検討す るべ きだ｡
基研の概算要求の車 では,数年束特別専業祭,各員研究員の要求
として 4部門相当のものを出しているGしかし固有の 2一部門増を
従来より要求してい るので,そrLとco1-inA_Pete L希いように ｢部
門｣とはしていない ｡
概算要求の文部省で の取救いを見てい ると,当初に大 きな計画が
出てい る研究所はその計画通 りになるまでは不完全研究所とみな
し,徐々にで も大きくなっていく｡しか し基節ujように古い研究
所では不完全部門があって も, 出来あがっ産訴究所 とみ夜して,
拡充の要求が取上げ られない O このようなやり方が続 く限 り,塞
研の拡 充計画も学術会話の よう凌, より広い場か らの backup
によって押さなり とむつかしい気がす るO叉公私立･大学研究者C>
旅費規定の差別については才何 ら根拠は貴いらし く',文部省 も換
討課題とする と'vlっているようである.





仲間でや りくりす る時期はす ぎているO高エネル ギー研,超高エ
ネルギー研ができたあと,核所をどういう方向に持ってい くかを
考 えねば菟 ら菟h o
長 崎 素粒子関係の informalm;eetingで ｢q理論は基研を持ってい
玉 垣
る "と良 く言われるが,基研には物性,境 界領域もあ り,不完全
部門とい うことで,素粒子関係の理論は,実質 2部門,核研には
5/4 部門しかをい｡ ｣とい うことが指摘された.
核研ば砥エネルギーのmachineがで き,それに応じる理論部が
で きた O その後高エネルギーのmachineがで き, 当然それに応
じる理論部ができて良いのに,その頃か ら実験の定員の必要度が
高Lr'とい うので理論郭が満されなか った-o実験のギ リギ リせ っぱ
っまった要求 と比較され続けると,理論はふえようがない ｡ 理論
のあるべ き姿が検許されないまま きた ようtrL思われるO 実験のめ






荒 木 従来数理研か ら物研連に推覇脅依頑している 4人の うち 2人 を研
究部員会議で決 めていたが,来年度か ら学外委員を滅ちす ことに
な り物研連に 2名依頼することになったO
小 沼 物研摩幹事の請では,まだ正式に物研唾に数理研か ら推薦依頼が
きていないので,一応順位をつけて 2名推薦しては しいとい うこ
とだった . 現在は 2年間は季員をした方 がよ くわか るとい.うので
同じ人を2年競けて推 薦してい るO今年度は,長谷川洋氏 (物慨
が 2年 目,末包昌太氏 (素粒子 )や 1年 目であるo
結 論 末包昌太氏を第 1順位, 西川恭治民 (物性)を第 2順位で推薦
す ることになった.
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10.原子核将来計者の報告
小 沼 (核特委委員長) 素粒子研究所として進めて きた計画を高エネル
ギー研究所と超高エネルギー研究所匠分鷺す る寒 をま とめ, 7月
51日に学術会議会長から文部大臣把申し入れたO (資料 4の 1)
他に低エネJL/ギーの柳勿理研究センターの計画があるO
高エネルギー研究所 : 可能費限 り高いエネルギ1-の陽子Vソクロ トロン
(は じめ 8Gev.将来は 12Gev)をめざしてレYる O 文部省に設立
準備調査会議が置かれているが,総定員法のため,来年密予定通
り定 員がつ くかどうか きびしい状勢にあるO設置(,{つしハての単独
TL法を来年5月までに国会を通す と言っているが確実に漁 るとい
う見通 しはた っていない O-こ､れに藤､る研究所の体 制 ･特に研究者
の身分保噂について,文部省,政帝,研究者で意 見が遵 う｡政府
部内でも意見が｡まとま らなレ､｡ 普通の国立直轄研 とい う話や,筑
波新構想大学につけるとい ううわさが持 ちあがっ,た りもす るO
これ(,{ついて談話所長予定者('r-ま ｢自分の知 る限 り高エネルギー研



























上に立って,国立学校型にせ よとり う要望書を季員会で作 り,咳
特黍 も亘れを認めたoその直後小谷,伏見両氏 と会ったとき,文




永田,大 賢 概算要求が附置研で出ているというが大学名を書かずそ うい
うことができるのか｡
小 沼 F=SjTL大学の特別会計に 5つのカテゴリーがあるO (㊤国立学校,
(.5､FiJ置研,¢)附属病院)文部省は附賢所のカテ ゴリーに入れたい
と言うO 文部省か ら大蔵省に行った書類には体制′てついては学蕃
答申以外に何 ものべていな h G
並 木 小谷氏はもはや高エネル ギー所は大規模研究所のモデル ･ケース
とは考えないO単独専業の研究所であると言ってLnるO
永 田 KEJの中をどで文部省がそ こまでい うな ら我々の考えは非現実
的だ O と言 う声が出てい ろ O 政府の大きを大学再編成の枠にはめ
られ る気配があZIo 核･F韓委等と研究者蘭のつなが りを強めていか
なしハとあぶをい｡











新しLl1アイデアが 出身くて学者答申と同じ結果 に孝った ｡ 高エネ
ルギー研■の体制は ; 学審答 申のままでは既存の薬同利用研や大学
-でやってきた運営が保障されていない.これについては長い間討









れの形!:,TLまとまった経過で あす ,政府等 との交濠の結果は所長葦部
長予恵者たち,高エネルギ 研ー 準備委,核特萎,学術会議等が∵
･ 緒に判 断 し対処 していくことが確認されているO
(一部研究部員会議の発言を書きなお してあるO)iLr
永 田 他分野の瓢究者か ら一体原子夜将来計 画の精神はどこに行ったか
と質問されるO
玉 垣 原子核将来計画は共両利用所の運営等 脅通 じてつちかわれた研究





た とえ小谷案の枠の中といえど も,研究部員会議の ような研究者
の自主制を保障する｡
長 崎 研究者の中に何が何で も金が欲し武 文部省と違 う考えは非現実
的だ, とい うことを言 う人があるとい う事情もあるO
田中正 研究者の意識がしっか りしていな くては何事 もあぶない,､組蕃委
員会前後か ら委員会 と研究者の問にギャップができているO





は ｢物性研究｣に鞍稿を差控えるであろ F)とい う意見だO
-方素粒子論研究に 痩英語版の版権が欲しいとい う手 紙が きてお
り,これは素研の性 格と密韓な関係を持 ってい るO
(欝料 与の 1,2･参照)
湯 川 串信はないが額現されては困るとい う中ぶらりんでは editorは
やっていけな くな ったのではをいか ｡
室 田 日本語で論文を書いて,寸しか も国際的に priorityが主張できる
という傾向を作 ってい くことも必要
確 井 物性講究は今までのたてまえでよい｡日本語の論文についてはプ
ログレスのように referee がしっか りしてい る雑誌で, 日本語
の論文が認め られると良いと思う.
森 田 碓井先生に賛成,素研匠は何でも出せ るという方が よh o 未完成
の もの･ disc?ss して欲しいもの･研究会報告の･ようにまだは
っきりしていないもの も出せ る雑誌が欲 しい O 引用す るときは
mirpへOgraphicalcirculer in Japanese 扱いでよVIo
川 口 素研に投稿す るときは q間違 っているものは読まれをいことを望
み,正しいものは読まれ ることを望む けとい う虫の良い考えで出











後 日,拡大編集会議,研究部員会議,編 集部の意見をそえて広 く読者
に意見を聞 くO
素粒子論研究
現状を 構 極的に変える意見は少h o しば らくは現状のまま行 く｡
英語-の翻訳の挺利は与えをho
｡)一国際交流につりて
小 沼 脊年の夏Ki占Vでiigh E云ergyphysicsの国際会議が削 れゝ
た際行われた IUPAP のiqigh EnergyC融Tnissi()n に出賭
した北垣氏が 1974年かIT19176年のEiighEflergyPhysics
の会議を日本で行う可黄針隆を魔 討した-い, 旨申出て認め られた O
とい うことがfiighEnergyCoirmission のメンバ ーで あり核
特委の国摂交流小委の零員である級訪民か ら,-物理学会年会の瞭
各研究グル ープに報告された O 核萄香には検討委 員会を作 って欲
しい と申し入れてきた O
核特零で~は各グループが次回までに考えて くるとい うことにな り,
素粒子論グル ープは研究部員会議の とき意 見菅聞 く, と言 って あ
るO来年 9月にCo･frnellで行われるHigh EnergyCom ission





oHigh EnergyCormission の議事録には何 と書いてあるか O
(まだで きていないのではをいか)
O 国際会議出席者については皆で検討したのに民ighEriergyI
Cormlission には誰が出るか,何 を提案するか もあらかじめ議
論してかかないのは問題だO




湯 川 Suppiement は現在 44号で今年度
oSomeTopics in theTheory ofLatticet〕ynamics
o 永宮記念号
○火の玉
中 村 誠太郎氏 Theory ofStrong lnteraction
森 田 正 人韓 WeaklntPractionsandNuc.learPhysics




めた ｢現代物理学における方法論的諸問題｣ (仮題)をつ くる計
画が進行中である｡




商.･山 最近掲載になるまでに時間がかおる｡ referee の怠慢が neck
･になっているのかO
湯 川 投稿数が多 く次号か くりVCなることに もよる｡最近は平均的に-
つの論文のぺ-iy数が多い O で きるだけ短 くして欲しい.
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松 田 現在原稿で 50枚以 内に制限し,それ以上は partiEにわける
ことにをっているoこれに不評の向きもある ようだが投稿数が多
いのでやむを得をいO
内 山 編集部の段階でふるいおゝ とした ら良いと思うものがある｡た とえば
seriesものではじめの号は他の雑誌に出て, 耽とか野番 目のも






於 基 研 プ ロ キ ウ ム 室
議 長 牧 二 郎
出席者 湯川秀樹,田中 一,豊沢 豊,内山龍雄,永宮健夫
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ことにをっているoこれに不評の向きもある ようだが投稿数が多
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0位田正邦が後任教授 として着任を承諾されたので 12月 1日付で発令
される予定 ｡
o助手 として掘内 郭 氏 (原子核理論),垣谷俊昭氏 (物性論)が8月
1日付で着任,小林正 典氏 (素粒子論 :中野氏の外国出張中 19 71
年 8月51日までの任期)が 10月 1日付で着任したo
o長年運営委員として基研のためにお骨折 りいただいた坂田先生が 磨去
された,菱研か らは湯川先生は じめ何 名かが密葬お よび理学部葬に参
列し,運営要員会か らも生花をお供え した ｡
1. 害義 題
1. 運営委員の補充
偉 乱正邦氏が 12月 1日付で教授に発令になる∵予定だが,そ の時点
で学内運営室 員を委嘱したい旨所長より希望が出され承 認された｡
学外季員の補充 (坂田事員の後任)については今朝等 貝改選時での
核梅 委か らの推薦ノ噴位に従い武谷三男氏にあ らためて交渉す ること
に登 り,その措置を所長に-任された｡
2. 第 51回研究書侶責会議の報告と承認 '
次の よう葱補足意見が出されて承認された｡
o外人招哨 (学擦外国人流動研究員)
永宮 今年の審査委員をやったが,蕃査委員は少 く,資料 も乏しいの
ど,実際(/"Ll,iあちこちに問い合せをが ら選考 している｡
牧 さきに開かれた共同利用研究所長懇談会でも各研究所EK数人 の持
ち分が 奉るようにして欲しい とvlう希望が強か った ｡ 共同利用
研究所なら研究分野全体の 意見を反映されると思う｡
高木 現在のや り方では,申請して も確実に通るとり うLことがわか ら
ないので来てもらいたい人 があっLて も交渉しに くく,結 局適 当
~告人 を得難い ことにな る ｡
湯川 学叛は閉鎖的なようだ｡審査要員をしておゝ られるなら研究者 と
のChannel を作るよ う努力していただ きたい｡
永宮 各研究所に枠を作るとい うのは学坂では認 めないだろ うが,慣
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例 として実質的にその方 向に近 づ くこと(,iで きな くは覆い と思 うO
o来年露の研究計画の方 針
オルグ型研究員制度の提案に関連して
松 田 物性のインフォーマル ･ ミーテ ィン グで ｢地方 大学は講義をす る
staff が少いのに,非常勤講師の枠は少いことは事実だ O しか
し某所の乏しい員等旅費にこうい う提案を 出す より,文部省等 に
要求を 出すべ きであるo研 究部員会議等で もそのhackup をす
る方が良いO とい う意見が 出された｡




じめこのための枠を設け ようとす る考え方は無理ではをかろ うか ｡
日 中 現在のモ レキュール型研 究計画でばか免 りプ ロLyェク ト的夜ものI
を優先しているが,その審査 をす る'ときに こ 7q{･.-かち研究を(はじめ
るとい う芽蟹のばすことも考 え1/こ入れ よとい うの怒 ら薪が滴るが ,
具体 的を計 画が出てこ食い とわか らない .
永 官 学東の流動研究員の応募者が少いO∵照問が長い (1年 or 単年)
ので, 自分の学校をあけ[/こくT.,1とい う事情があ るー｡
内 山 1週間お き位に,往復で きる′よう､に,J､照一嚢を もっと使 える とよしへO
永 宮 金額 が不十分で,赴任す る控 も家族 をうつぜ -Jc/.10
内 山 期間を短 くできるとよい｡
牧 基研のア トム型研究員は応募者が多 く′;.I.･1人 にせいぜlい 1ケ月の
滞在費しか出せ在仏 O 学藻(l'C5ケ月位 の枠が あ,るt.と良いのだが,
氷 官 学転で も, 日本 人の奨励研究員∴流動研究員,外国人奨励研究員
流動研究 員,夫々の枠がはっきりし七いて,他に流用で きず,部
門に-よって混んだ り,ゆっ くりしていた りで '-t'く允ho
小 川 苧環の流動研究員は地方か ら中央へはよ く通 り,中央か ら地方-
は通 りに くい とい う傾向があるま うに思うO
永 宮 中央の大学の人は良 く自分の大学 をあ咋:,･6.れない,鞄耳大学の人
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は勉強に行 くとい うので無理を してで も出すとい う傾向があるO
豊 沢 流動研究 員の制度を非常に重宝しているグル ープもあるo 核研の
SORの研 究装置には固有定員がついていをいが毎年この制度 を
利用して研究者が一人常駐 しているO
永 宮 そ うい う良い例は少いO欄間のこと等学帯に竜 兄を言ってみ るO
ア トム型研究員制変について
碓 井 L 無駄痩あっても,.若い人が多 く基研に来 られるのは良いことだ o
あま りここでコン トロールし貴い方が よい ｡
.松 田 実噴良い緯巣をあげて帰 られ る方 も多い.
甲 中 潮変とい うのはしば らくすると最初に考え授か った要素が入って
くるのが普通だ O フ軍用を流動的にす るべ きだO
高 木 あまり細切れに奇ると京都見物 とい うことにも査 りかねをV,が,
1ケ月滞在すれば勉強せざるを碍食いだろ うo
oプ ログレスの坂田昌-氏追悼の企画について ~
湯川氏か ら ｢NuclearPby･sics の編等長か ら近 く刊行されるVolume
を坂田さんの追悼のために dedicateLたい とい う申し出の手紙が来た .
プログレス としては,坂田さんはAdvisoryCouncilのメ ンバーで も
あったので,最 も早いi'･*会に レギュ･ラーナンバ ーで not】iceを出し,普
た追悼号の企画を考えたいと思うO坂田さんの方法論の論文を英訳した
ものを中心 としたサプル メソ トを出す計画が前か ら進んでいるので, こ
れらとの蘭係も考えてれかおばな らぬので種々の意見を うけたまわ りたhJ
との発言があ り,具体 的を方接についてはプ ログレス編集部の方でもさ
らに検討す ることとなった ｡
5･.組織助手について q
研究部員会議の結論を承認 し, 1971年 4月か ら5年 員をcheck
･ point として現任者の任期を延長す ることにを っ17Tt o
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4. 昭和 45年度後軍ア トム型研.究員の選考
･以下の方々匿決定したh o
田 中 靖 夫 (茨城大教育助教授)
高 橋 実 (東大 ノ理 f)2)
野 村 正 雄 (東大 ′教養 助手)





岩 田 一 点 (京大 化研 奨励研究員) 5ケ月
福 山 武 志 (阪大 理 ■D l)
資 料




文貰 片 御 者 子
Ⅱ 来年度の小額計算 費 一 計算静 耳 一 について
2. オルグ型研究員制慶の埠秦 (議題 フ)
5. 共同利用研究所のあ り方に関す るもの (議題 8)
1. 基研客員部門設置の提案
2. 核研理論専門委 員会か ら場所小委員会-の要望書
5. 東研から返還されるポス トに対す る核研高エネルギー部の要求
(山口S.私案)
4. 核研理論専門委員会か ら高エネルギー物理学研究所準備委員会への要
望書 (莱) ! 1～
5. 核研理論専門委員会か ら核物理研究 センター準備委員会-の要望書掬
6. 核研理論部等のあり方に廃して
7･ 表 1･高物研A･甲及び核研高エネ)レギー助手の年令勤続年数比較表
8. 表 2.核研 高エネ)C,ギー部におけ る助手及び技官の年令及 び勤続年表




(学術会議か ら文 部大 臣-の申入れ, 7月 51日)
2. ｢特定の大学に附置されない共 同利用研究所の所 員の身分保障につい
て｣
(学術会議か ら文部大 臣への申し入れ (秦) 10月 2 2日運 審)






申 請 者 研究テーマ
･潤 辺 準 (京大 郡 青庸 還麗 th/5号盈 讐 こ伽 て
2.片岡洋右 (京大 埋 ) 固体メタンに於 る相転移■の理論
5､斉藤信彦 (早大理 工) 計算機によるエ)Vゴード性の研究
4･上田 保.(阪大基礎工)内部領域の核力･とOBE模型
5.末包昌太 (阪市大鷺) 原子核の内部状態の決定
6.赤石義絶 (北大 理) 軽い核の変分計算
7.阿部 恭久 (北大 理) クラスター構造 と-粒子準位
HUBBm DMm ELにおけ る反強
8･末崎幸生 (九大 理) 蒋性 の理論的研究
見場浦 順 (北大 理 ) 警㌘篤毒 核におけ るα~クラス






















(t) 受付け開始後す ぐ予算額に選する申込みが きて年蜜はじめ間も牽 く
打切るとい う状態は望まし くないので, 前半と後半に分V7-て受付け
る｡
倒 実行案




後半 〝 (9,10,11,12月) 〝 10件
(3) 使用は年度内とする., /
(41 年度が摩 った とき,使博者は基研計算餐委員会に簡単怒報告書を提
出す るO*時期は閉れたいが,後程 ｢素粒子論研究｣または ｢物性研
究｣に報告替出す ことが望ましい O









究体制のあ り方を考えるとい うことの中には,物軍学 の基礎研究が旧帝大な
いし大都市中心にしかほとんど行われていないとい う現状-の批判が当然含
まれる｡そこか ら ｢地方大学｣を研究基地として確立す.ることの積極的意義
が生ヂるし,それにいかに寄与す るかとい う点に も基研の共同利用研として
の積極的役割を見出すべきである｡
その一つの形 としてオルグ型研究員制度とい うものが考え られると思うo




これに対して,具体軍にそういうケースが出て来た らケース ･バイ ･ケー
スで考えようとい う意見もありうるか-も知れないが, もし,研究部 員会でこ
うい う制慶が蓬研の役割の遂行にとってプラスであるとい う認識に運するな







具体的には,昭和 47年度概算要求として,基研 より客員部門 2部 門程度





(1) す●でに名大プラズマ研究所等では, 客員部門を設胃し共同利 明研究所と
してこの運営JC極めて有効である.
(2) 共同利用旅費に よる研究者とは種類のちがった, やや定常的な客員科
長期共-同研究計画の中心 として必要であるQ
以 上






方につtハで喚討を進めて来ま したが去 る7月の委員会にかいて第 0次秦をま
とめ,秋の学会に おけ る素粒子論懇談会お よび核理論察歌会で討議の結果,
研努者の支持を得ま したので昭和 4 5年 10月 8日の委 員会で,核研小委員
会に次の要望をす ることになりました ｡
要 望














部 門は,理論 百枚の発展を推進する と共/vrb,実験部門を痩捧 ･間接[!,C文鴛しフ
また全国の理論家を実験と緯びつけるキ ビ,その果した役割[/iきわめて大 き
い ものがありますO ところが近年のこれらの分野の発展,分化に(/i目覚まし
いものがあり,現在の 5/4詳塵の人員で十分を活動を行 うことは,ほ とん ど
不可能に怒っています｡もしこの一望ゝ進めば,す ぐれた理論の検証もサ ぐれ









,核研 理 論専 門委 員会
資 料 5の 5
素研よ り返還きれるポス トに対する核研高エれ レギー部の要求
(山口 S私案)
吊 核研高工号 ルギー部の琴状 と当面 の見通し








高物研のA .Bランクの年令と検印の助手の任命との比較表 (表 1)




高物研が建設を終るまで当面の 5- 4年間に ESを維持す る必要性








頼 朝定ま器の維持改善と素粒子物理 の研究遠両立 させるために必要な増
員
このグル ープの現在のスタッフはすべて素粒子軌 道の研究を本務 と
する任増付 きポス トに属してL,Oる缶従,JTDて任期内把一竜の素粒子物理
上の業績をあげ,この分野の研究者として次 q)勝場に移る可能性が確
保されなければなら覆い ｡ ところが,共同利用研 究所の特殊性 として
共同利用の漁 めに必要な測虚 器の整備大 敵持,改善の仕事があるO 任＼
期付 きのスタッフはその時問の大きな部分を研究のためにさ くE_とが
出来る乙と佐覆って折るが , r現実に好測定器の経た攻善の羅めに多 く






資料 Sの 4 /
1970年 10月 2 5日




究所の理論部の在 り方を検討して第 0次案をつ くり,秋の学会における素粒
子論懇談会および核理論懇談会で討議の結果,研究者の支持を薄ましたので,





















われ披,さらに客員 5部門お よび前記内容の旅費と設備を要求いたします ｡
山 田 勝 美
菊 池 健
田 吉 良






理論部の在 り方 を検討して第 0-次案をつ くp少,秋の学会に葺ける素粒子論懇
･談会および核理論懇談会で討議の結果,研究者の支持を碍ましたので,昭和
45一年 10月 8日の委員会で,貴委員会に次の要望をすることに-な りましたO
要′ 望
(1) 1部門の理論部設置












力が きわ吟て重要で奉ると考えられます｡従 って,われわれは 1●部L門の理論
部の設置がぜひ必要であると思いますOをお､理論部の活動を高め,実験側と
十分に_協力す るためには,単 に理論家が研究所にいるとい うだけでは十分で






昭和 45年 7月16日の拡大核理委に於て,_核研理論部のあ り方,高エネ
ルギー研 ･核物理センターの理論部に対する理論家側の要望町謂し七,議論
が脅射 tました｡ 〔INS-Z.-58る (8-月 6甲発行)及び素G事務局報㌔
(近刊)参蝿のこと〕
我々の要撃を実現す るrめに,まず秋の学会の琴談会 (8月 5.冒)に於て
皆様の御意見をお固いし, 10月 8日に開催予定の嫁理事に於て更に議論を







年皮:65 研 究 会､ 1 ア ト ム 塑. 備 考666/甲.42% %.,._55う_1町三■._;A .A.日_万弓-.:.:,刀円.204 占ロ(29%了 2^ 2-㌘ 人`





o ｢要求額｣とは研究者か ら基研に対七て 要求 (申請)のあった額の ことで
あるd
o ｢参加人数｣ ｢笹 日数｣は,参加手続を正式に行って黍加した者のみの数
であるO正式手続を行わないで参加 した者の数 (従 って旅費等の支給を受
けずに)痩, ある年度の統計Vこよると手続著の数を上回ってい る o
o ｢要求額｣自一身が既に予算不 星を見込んで研究者が要求 を唱弓税制した結
果の量であるにも拘■ゎ らず研究会で 60-70010ア トムで50-4_ロ%の
充足率で挙るO.更に非手続参加者が大量にい ることば嘩在的要求が更に大
きいことを物語 ,-ているo





年 度 研 ■究 会 遍 数 r.
o*昭和 44年度より , Visitor 制藍が発足しました｡ 44年度の研







･東 京 そ→ 界 軌 間 の運 賃
改正年月 日 特 急I 運 賃
′il. 4.6 800 1,120
'64.10.′■ 1,500〔超特急 〕 1,12■0.･-65∴1.1-: I ,120




研究会襲用の大部分は運賃に食われます し ,宿泊費は運賃に比例す る と近
似して良いかと思い ので ,研究会の年間予算を ,例 として東京 ･京都 問
の旅馨で割 り,核研は昭和 5占年度を ,基轡は 40年度を 1にnormalize








核 研 柳 田 l
只′｢I)vlJ.年令 (表 1) ､高物 件 A .B及び核 研 高 エネ ル ギー 助 手 の年 令
5身 勤続年数 比較 表 ≡.5 憲55 oL ≡ ≡一 一_______._ー_4 百 二 蓋姦0 米任期については高
p45年 11月 1日現在
1㌔4.4














































文 部 大 臣
坂 田 道 太 毅
総学庶第 91 7号
昭和 45年 7月 51日
日本 会 術 全 議会 長





かって太会議は第 56回総身 (唱和 57年)の議に基づ き ｢原子核研究将
来計画の実現について｣政蹄に勧告を行なったO本会議はこの計 画 (以下当







実現のため,早急 に適切を措置を とられ るよノう要望す る｡
夜お㍉ 高エネル ギー物理学研究所-(仮称)の株制を決窄するにあたって 本
会議 とも十分連絡をとられたい｡
1. 当初計画の中の素粒子研究 所は,宇宙線 を用いて超高エネルギ -領域の
素粒子研肇 を行を う研究所と加速器 を用いて高エネル ギー領域の素粒子研
究を行食 う研究所･'/E分離す る.
(1) 超高エネル ギー素粒子研究の分野では,昭和 46年度か ら4か年計画





昭和 46年度か ら4か年計画lcよって可能夜関 り高いエネル ギーの陽子
シンクロトロンを中心設備とする共同利用の高子ネJL/ギー物理学研究所
(仮称)哲創設する｡ そして, この研究所の成果を基盤 として,将来計
画の当初目標を達成し得 る発展を鼠るO
をお,高エ ネルギー物理学研究所 (仮称)においては,泰会議の第 49
回総会 (昭和 42年)の ｢共同研究 所のあり方について｣の勧告の常別
に沿って全国の国立私立大学および研究機関の研究者の共同研究の場で
あることが保証され,少 くとも既存の国立大学附置共同利用研究所にお
いて確立されてい る研究者の 自主性が尊重されるべ きである｡
2. 低エネルギー原子核研究の分野では, AVFサイクロ トロンを主要設備








日本学楕会議第 570回運営審議会 (昭和 45年7月 2_5日)
への提案､｢原子核研究将来計画の推海について (申入 れ)｣の
添付資料
1. 超高エネル ギー研究 と高エネル ギー研究推進の具体的方策




1. 超高エネルギ ー研究 と高エネノレギ ー研究推進の異徳的方蔑
(1) 分離案解想 (第 1次 4か年計霧)に至るまで
界水準を抜 くこ とを意図して計画されて来た ｡ この計 画においては素粒
子吻理の二つの分野即ち高エネルギ ー,超高エネル ギー,D各分野が相補
的な関係にあるものとL_て発展す ることが肝要であり, この立場 よ り原
子核研究者は原子埠特別委員会 (i,1下核革黍 と略記)において, その実
現に努力を重ねて きた ｡ _
しか しなが ら, 学術審議会 (以下学零 と略記).-咋よる素研答 申 ｢学術
振興に関す る当面の基太的な施策 (第 2次答 申),J (昭和 4 4年8月
20日)を端緒 として,将来計画におけ る素研の位 置づげ,素研におけ
る高エネJL/ギー研究,超高エネル ギー研究の位 置づ げ,_素研 の内部構成,
研究佐剤,素所の実現方法等の諸問題に関して素所を主体的に担 う高エ
ネルギー,宇宙線の両研究 者グル ープは,その見解を異にす るに至 ?た O
これは高エネ)i/ギ ー物理学, 超高エネルギ ー物琴 学の性格の相違,両研






つの遠が参った O -つは従来の構想に よる単一の町究所 (素冊子研究所)
の枠内で素粒子物理研究を計画 追求す る遠であり,他方は一つの研究所
とい う枠にとらわれずに別個の研 究所として発展させ る方向を追求する
途であるO二つの可醒な途の うちか ら分離繋がより深 く追求された理由
は,両グループ各々畢怒るが,学零素研答申に対す る研究者の態度の決
定を早急に迫 られてい る現在,両グループはそれぞれ独 自の方法で研究
を纏賎し,その成果をあげることなしに､,現状を打破し当初の目的を達
成すること(,-1出来ない, とい う基太的判断に遷したからであった｡この
判断に基づ き ｢加速器を用いて素粒子の研究を行 F)研究所 (高エネルギ
ー物理学研究所 (仮称))を新し くつ くると同時に宇宙線を用vlる素粒
子の研究は既存の共同利 喝研究所等を拡充することから出発 し将来にお
いて本格的な研究所設立を目指す方向で,研究規模 の飛噂的拡大をはか
るO ｣とい う方針で,第 1次 4か年計画をたて るととに癖究者の意一見が
一致した ｡




ための第 1段階として46年度より4か年計 画で数部門と約 20億円の
設備 (註 1)を既存の共同利用研究所等 (字嘗線観測所等)に設置する｡
(註 2) それと共に高エネルギー研究 においては本格的素粒子研究の
第 1段 階を 目指し昭和 46年度よ り4か年計 画約 8 0億 円で 当初エネル
ギー約 8GeVの楊子Vンクロトロンを中心設備とす る高エネル ギー物理
学研究所 (仮称)を創設する｡
(3) 具俺的措置
第 1次 4か年計高の高エネル ギー物理学研究所 (仮称)､お豆 び超高エ
ネルギー研究の拡充計画の人事,予算体制を含む運営の大綱の研究者の
案を決めるため,そ れぞ れ高エネルギー研準備委員会お よび超高エネル
-505-
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ギー準備委員会が設置された . また両委員会の連 絡を密にし両委員会に
関係する事項を諏整す るために連絡会議が置かれたO
これらの準備委 と核特要は各々の機能の違いを考療し,相互尊重の精









学 より概算要求哲也す場合は分離案のうちの超高エネルギー艶 門 (約
20億円,数部門)の一部であ るr｢5部門, 10億円｣を4か年計 画 と
す ることを決めた ｡ そもそ も ｢分離案｣が ｢J4か年計画｣で蚤る ことに
留意するならケ£ 分雑案を実現するためにさしあた り宇宙繰簡測所で,
その一部分を実額する ｢5部門, 10億 円｣′計画は,分離案 ｢数部門,
約 20億円｣計画七決っして矛盾する ものセ争っては食らないし, 当初よ
り矛盾Lをいもの と考え られて きた ｡ 超高エネルギー研究にとって肝要
夜こと紘分明案丁好 2 0億 円,数部門｣計画を 4か年で実萌す ることで
あり, この観 点に立つかぎり ｢5部門, 10億円｣計画を宇宙線観測所
を通して実現することによって分離率が完結す ることば を ,りえをいO分
離案全株を4か年計画 として実現させるための呉 線的方策は 目下噴重に
検討中で参 る o
註 2 素研計画の分粗より生ず る超高エネルギー関係の共同利用研究所の拡
充の問題紋,単に素研計画の分轟にとどま らず, 日本学術会議第 56回
総会勧告 ′(｢原子核研究将来計画の実現について｣昭和 5 7年)に含 ま
れている宇宙線観測所,原子核研究所宇宙線部 の拡充つ問題と結びつい
ているo (軍 56回総会勧告添付資料 ｢原子核将来計画｣ (昭和 57年
4月)第 2章 ｢原子核将来計画の年次計画案｣第 1節 ｢来観宇宙線観測
所及び核研宇宙線部 門 ｣ の墳参牌〕
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資 料
2. 高エネル ギー物理学研究所 (仮称)の妹制について
高エネルギー研準備委員会は,高エネルギー物理学研究所 (仮称)の株
制として,準定の大学に附還されない共 同利用研究所であって,国立大学




本計画は第 5占回総会 (昭和 5 7年 4月)の議に基づいて政府に勧告さ
れた ｢原子核研究将来計 画｣の中で低エネルギー核物理学の計画 として示
されたものであるが,園係研究者は諸般のJL,:a.難夜情勢の中で も, 1)華同










鳩1 大 阪大学理学部附罵原子核研究施設に研究部門をつけ, これは形式的
には理学部所喝であるが実質的には核物理センターのためのものとして
運用す る｡
















共同建設旅費 ･連絡旅費 250万円 (昭和 45年度分)
重岡利用宿舎等 160■0万円を要求す るO
年次計画は昭和 4 9年度までの5年髄である｡
以上のようを確食要求の結果,昭和 45年度としてAVFサイ クロ トロ
ン本体の一部として発掘器 28 00万 円, 阪大原子核研究施設IK l部門の
増設が認められた｡







1 提 案 者 会 長








本会議としては,すでに第4 9回総会の議に基づ く ｢共同研究所の あ り方
について｣の勧告の中に,これ らの研究所の体制について碁太的な原則を樟














?? ?? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ?? ?
?
物性研究編集部は先 日東京における物理学会の瞭 ｢物性研究｣の拡大編集
会議を開き, ｢物性研究｣の編集方針について意見をきいた O席上多 くの出
席者よ り ｢物性研究｣裏表紙に印刷してある ｢本誌の掲載論文を他の学術雑
誌に引用すると きは,著者の承諾を得た上で privatecormunication 扱い
にして下さい｣との注意書 (｢素粒子論研究｣にも同様の注意書がある)に
ついて懐疑的-/Lti兄が提出されたO即ち本誌に投稿された論文がこのように弱
い形で しか引用されない場合, priorityを主張したい著者は ｢物性研究｣
















｢物 性 研 究 ｣編集部 松 田 博 嗣
｢素粒子論研究｣編集部 岩 崎 洋 一
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｢物 性 研 究 ｣ 拡 大 編 集ノ会 ,議 報 告
全国の ｢物性研究 ｣の読者の声を開いて今後の編集に生かそ うとい う主旨で ,
秋の物理学会を利用 して,拡木編集会議を開きましたC参加者は京都編集委員 ,




1970年 10月 5日 6- 9時














⑨ 京都編集会議で原稿料を出すことを検討 したが ,結･5のところ ,止めた
方が良かろうとのことになった｡
◎ 原稿料を出さない理由は何か ?
⑨ 商業 ベース把のっている雑誌 と同じようを行 き方はした くない｡原稿料
付で原稿を依頼する人選がむつかしくややもすると流行を追いす ぎる傾向
に細 りがちになる〔 この様を企画は他の雑誌にまかせて本誌_としてはヂ ラ
ンチ イアの自由を研究意見の交換の場 を主体 とし ,綜合報告的 ,解説的た
記事は講義ノートでカバーして行きたいO黒字が出た場合には原稿料 とい







- 原稿.の集め方に関して ,日のあたらない ところの人の
意見を くむような方針にしたらとい う発言があり ･
-@ 一日のあたらをい所を'どうするとい うここ:との具体的なものは何か｡
⑨ 日O-)あ7T-_ら夜い^連が主張 ,一PRの場 として物性研究･を利用するO
碕 ′もっと編集部で積極的に働きかける必薯 もある･だろう｡
⑲ 自由さT.vn:特色がある｡ comments onNuclear and Parl,icle
physicsq)ように ,忙 しす ぎるボス達にや り残 したと思 うこと ,または
書 き残したと思 うこ とを ,自由に書いてもらっ･たらどうか.原著論文を発
表す る場 としその機能は研究者lJ)社会的条件の変化から残念ながら望めな
くなったO
① (〕C,hmp,nts on,Nuclear and Particle Physics は原稿料を出し
でいる点が養 う｡
⑬ー T叩 ul左r菟寄稿者を決めてお く必要がある｡Fj原著論文発表の嘘 として も意味がある｡ 英文で発表す る前に｢物性研究 ｣
tFrL投稿す るのを常 としている. 討論柏手が少食いO-)セ ｢物性研究 ｣- 日本
語で書 くことによって ,自分自身 と討論するO
⑳ 自由さをどう伸ばすか(
(:97･米沢さんの革集は他の雑誌にはできめことだ.っただろうo
碕 あ･J4)ようを ものが原著論文よりも多 く覆っては困るとO-)声 もあった.
(砂 むだ足を踏んでも ,こg)ような原稿を書けとの催促 を出してみろ必要は
あろ うO 具体的允案はないか｡J19信州大学の特集依領をきっかけにして ,工学部夜どとも相談 して ,PA
夜どを考えた.
㊥ ･三年前物性懇談会で東北大の紹介をしようと話 した とき ,あんなつまら
ない雑誌に書くことはない とOL)声があった｡ _
㊥.東ー大では個人で取る人が段々減 っている｡




◎ 論文を書 くのを面倒がる人が多い. 素粒子の人はもっとまめであるO 商
業誌が素粒子関係にはをいこともある/O
◎ 日のあたらぬと言うことについてO や っぱ り天切｡ ｢物性研究 ｣が ,そ
の ような役割を果 して ぐれるのはminor主七y把とって心強ha
⑲ 読む者としそ ,学会誌そら読むもめを決めて読む｡ ｢物性研究 ｣は皆読
んで面白いO
@ 読みやすさの点で少し問題があると思うO






㊨ ｢物性研だよ/U)｣では宮童的性格のために体制牡判がしに くいO ｢物性研
究 ｣があるのは有難い｡




O 資料 ,議事録を買わされるのはか希わないO基研か ら 金 が 出 てレ1ちか ?
㊥ 資料 ,議事録は′他では公開されぬし ,読んで面白Lへ o
Ov費用は基研で出しているのかo
･75) NO
⑳ 基研の批判はで きるか?｢物性研究 ｣に原稿を凝せれるか ?▲＼-
⑨ 差しさわ りない O
投稿する側か ら･の意見として
⑳ 余 り書 く方の'meTltが意識されてL,-.ないo
㊧ 僕の場合 ,頭の甲を整理する位しかneTltがなかったO




⑨ それは良い. そ うした応答を｢物性研究 ｣にのせた ら良い.
⑨ ｢物性研究 ｣では pr10Tltyを主張できぬことになっているO-体
T3rlOTltyとは何か?著者の了寮を経て ,prlVatE)JCOmmunlCat10n




I.愈 m lOrl七yVCついて編集部が弱気だ と著者も気弱になる｡ 国内だけでも




㊨ 完全に prlr,rltyを否定すると ,極端な場合には ,誰かが勝手に盗用し
て他のフォーマル夜学会誌に (翻訳して)載せることが可能になるo
◎ 引用することはたてまえで断 ってあるo pr10ri七yが主張できないO趣
旨を変えればよい｡
① レフェリーとの関係はどうか｡







㊨ 神経質になると言うのでな くて ,立て前の意味でO
㊥ 勝木さんわ意見には賛成だが ,今の問題は別だと思 う.
偽 気軽さが失われるとしたら残念だOそのためにはResearch Nr)te と




◎ 今までに tJrOubleはないようであるが .わざわざ断 ってあるのがおか
しい｡
② 編集帝の責任のがれでかハか｡
⑨ しかしedi七つrは関知せず と断っておけばよい O だか ら玉石混波でも良
いのでないかO
⑨ ､｢生物物理 ｣はどうか｡吉岡書書店まかせか｡
@ 奉れは学会誌である.ち ゃんと編集委員会がある.吉岡書店は印刷 ,販
売のみ｡
⑲ 他誌に威せたときの trc)ubleは どうかO
⑨ preliminary TepOTtとい うことでどうかo
反主流からの嘆痛について .
⑤ 声を嶺けないと ,反主流か らの綾稿が来意いのは何故かO
穆 ｢物性研究 ｣のそ う_した趣旨をうたわねばなら夜い o
① それで滞むか !
@ そ ういう訳ではなLr,が .せぬよりまLo
魯 僕の場合 ,｢物性研究 ｣とい う名にこだわって気分 くれしたo 統計物理
とし1う名食らそ うでもなか ったろうがOそれを防ぐには境界領域特集で も
やれば良かろうOその頃 ,rStatistic:al Physicsの予告が来たOそ こ
には情報理論 も含まれていたが ,物性研究はそこまで萌嶺的で覆いのか.
魯 読者は ｢物性研究 ｣とい う蔑 目で韓読するのであるO書 く側と遷 ってい
る｡
O ｢物性研究 ｣に書 く人は決 っているのだとの先入観があるようだ∩










69 田舎 の大 学 把ま で編 集 委 員を拡げ た とい うこ との 意 義 を も っ と 掘 り 起 し■▼､
て ほ しいo
⑨ 特 集 の 具体案 は 何か夜いか.
句 不 精 さは表現 欲 が 充 足 され て い る状態O編集部の方か ら の 要 請 が 必 要 で
はないかo 例 え ば物 性研 の批判壕どO
◎ 物性研 の 内部にいるとなかなか書けないO
@ 学 問 の 専 門化 とい うことも考え合わせで ,広い学問的視野に立 ちた 意 見
や reyiew･等を威せるべきではないか_D現段階の学問の構造を偲 えて ･学
問体 系 の見通しを良 くするために｡若い人も積極的に登場すべきではない
か ｡
･'3 大学の博士課程を出た くらいか ,それ以下の若い人に ,自分の専攻の
TeView の懸賞募集をしてみた らどうか｡
匂 r物性研究 ｣には ,どんなことで も気軽に書けねば浸 らない.例えば ,
偉い先生にアルコールを飲ました時の話,などVtは こためになるものがああ(
㊤ ｢物性研だより｣-は .若い^にLTの批評を書いて もらったが ,こう
い うのも良いのではないか.
lL':bj 若い人咋展望を述べて もらう懸賞募集をしてみたらどうか｡
愈 専門外の^':!Cも分 りやすい記事が欲しh o
⑬ 物性理論で ,生物物理に関心をもっている人は多いけれど ,その人連に
最近の情報を与えること ,そしてできればその方向に引き込むことも有意
義では夜いか｡
⑤ 収率が悪 くても色々原稿を依積す ること夜んだ｡
(抱 お膳立で も必要だO
(_B 原稿の開港ではない O 依穐されれば ,プライドででも書 く｡
① 各地編集員も情熱を持たないと駄 目だO今度のそのような企画･も ,三'3･-
-ス夜どを紙に書 くだけなのよりも一歩準んだ,ものだO,
㊤ ~ 依療する場合には人選が大切O懸賞にすると心臓が食い入憶書けないT.
◎ 懸賞にすることの利点は ,沢山の論文がでて く-ることだ｡
㊥ 物性研究は ,やは り若手が展望を書 くのが望ましいO








⑳ 若手には ,そ ういうことは無理では査いか.
㊧ 音 ,物性をやっていて ,今は止めている人の言う事を開いてみた らどう
か｡
<∈ 註 ≫ このメモは米沢 ,杉原 ,石井が筆記したものを`編集部
がま とめた-ものであるO夜か ,発言者が判 った分は◎ ,
⑳ ･- ･-- の記号で記してある｡
編 壌 部 .よ り
去る 10月5日東京で開かれたこ葱誌拡大編集会議f:rFLおtへて ,｢会議葡告 ｣に
あるように ,編集方針などにつ7t^て ,色々徹意 邑蓉乗った｡この中で ,｢物性
研究 ｣の裏表紙の｢本誌の掲載論文を′紬の学術雑誌に引用するときほ ,著者の




い方が投稿者にとってメ リットに食るので姥かハか と云 う意味の発言があったO













⑳ 若手には ,そ ういうことは無理では査いか.
㊧ 音 ,物性をやっていて ,今は止めている人の言う事を開いてみた らどう
か｡
<∈ 註 ≫ このメモは米沢 ,杉原 ,石井が筆記したものを`編集部
がま とめた-ものであるO夜か ,発言者が判 った分は◎ ,
⑳ ･- ･-- の記号で記してある｡
編 壌 部 .よ り
去る 10月5日東京で開かれたこ葱誌拡大編集会議f:rFLおtへて ,｢会議葡告 ｣に
あるように ,編集方針などにつ7t^て ,色々徹意 邑蓉乗った｡この中で ,｢物性
研究 ｣の裏表紙の｢本誌の掲載論文を′紬の学術雑誌に引用するときほ ,著者の




い方が投稿者にとってメ リットに食るので姥かハか と云 う意味の発言があったO








論的に云えば問題の但 し書は現状のま 残ゝしてお く方がよいと云 う意見が多数
を占めた｡
その後編集部で討論の結果 ,議事録にある通 り ,問題の但し書はさしずめこ
のま ゝ残し ,拡大編集会議報告とL研究部員会議議事録に編集部の意見をそえて ,




制 を確立するとか ,編集組織をしっか りしたものにすることが必要で ,むしろ



















制であるo｢物性研究 ｣はどこの親書室にあるようなものでな く従 ってす ぐ見
れるようになっていないか らと云うのなら ,Circulatj.r)nの悪い弱小雑誌に
の った論文は無視してもよい と云 うことになりはしないか ,また現実問題 とL
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編集部より
て ｢物性研究 ｣わ読者は閉 じてはお らずむしろ境界領域に拡 っているのであ'るO
なるほ ど｢物性研究 ｣は問題の但 し書によって公表でないことをわざわざ唱
って物を云 う気軽 さを確保しているように見えるo しかし本誌で気軽に物が云
えることは色々を研究意鬼が 自噴かつ速やかに掲 載 されるこ.とであって元来無
責 任に物を云 って よい ことでは貴い筈である｡ もしそれほ ど引用されるのがい
やな ら匿名IVt'ずれば £高'撒 -ゞ し審誌では現在匿名の投稿はみ とめていない)O
気曝さは もとも.と創刊以来の本誌の塙碑でもあったし今後 も堅持 していきたい
ち(I)野二つで もあるO しかし果 して本当に問題,の但 し書が気軽な投稿 と現状に
おいて_そ和 恵ど密襲葱関係があるのであろうか( pTic･ri-byの問題 と共､に皆様
に是非考えて頂 きたい事であるO レ1ずれにして も研究部 員会の御意見 もあるこ
とであり ,われわれ蜂拙速的に但 し書を削除変更することは差控えたいOた ゞ
し編集部では一つの折衷案 として但 し書を ｢*替付した論文については著者の
承諾を得た上で -,Private comTnunication扱いにして下さい ｣としては どう
か との意見 も出た. われわれの考え方は或吐未熟を管見か も知れ貴いOわれわ





昭和 45年 12月 14日
●･
昭和 46年度研究計画 ｡ア トム型研究員募集
京都大学基礎物理学研究所
所 長 牧 二 郎
昭和 46年度前期の基研研究計画及びア トム型研究員を下記のように募集致
します ｡ 従来の長期 ･短期 ･モレキュール型研究計画の外に形式 ･内容共に新
しい研究計画の応募を歓迎致します｡





長掛研究計画 (あるテーマにつLへて数ヶ月か ら 1年にわた って連絡
をとりつ二つ研究を行 うもので ,普通年 1- 2回研究
会を行 っている∩)




















･ア トム型研究員は大堂院生を含む研究者を対象 とし ,個人がある期









滞在勘問は原則として 1ケ月～ 1年としますが ,場合によっては
2週間程度でも結構ですO応募者が一時期に綬到 し ,基研の収容 ､
能力をこえる場合は ,一部時期の変更をお顧いすることもあ りま
す〔 (昭和 45年度の利周者は滞在 5ケ月 1人 ,1ケ月 50^ ,
.2週間 1人でした01
2. 〆切:1タ 7]年 1月 51日 (必着) ●
















奨 学 生 募 集 要 項
1. 応 募 資 格
大学院博士課程修了者及び 48年修了予定の理論物理学研究者 (この奨学
金は大学院博士課程修了者にその研究の完成を浮助する目的をもって重点的
に交付されるし六わゆる-3｡S七 Tjoctorlal Fellr,wsnlPとして支給 され る
ものである)
2:支 給 金 '額
月額 25,000円
(原則的にはこの最高額が支給されるが ,研究者の他の収入 ,研究場
所などによって ,それより減額される場合があるO 更新は認め られ
るが継続三カ年哲こえない ものとする)
5. 研 究 場 所
基礎物理学研究所にお､いて研究することを原則とするが ,事情により他の
適当夜場所であって もよい0
4. 募 集 人 員
5名 (内訳は大体素粒子論 2名 ,物性論 1名 ,中間の亀城については適宣
に定める)
5. 応募書類及び審査
-.5 2 2 -
婦示額
希望者は所定の申込書一部に,発表論文 T)ス ト,主な論文の別刷 ,1カ年








財団法人 湯 川-記 念 財 団
湯 川 記 念 財 団 奨 学 生 申 込 書
このたび別紙関係書類を添えて貴財団奨学生に応募いたしますか らよろ しく
と審査の うえと決定をお願いしますO




昭和､ 年 月 日生
財団法人 湯川記念財団
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お 知 ら せ
境 界 領 域 特 集 の か し らせ
物性研究編集部では ,境界覇域におけるい くつかの学問の状況 と展望につい
て特集する企画をはじめました . この特集の目的は ,一つには物理学が旧来の
研究分野に固定化せず ,新 しい分野を開拓 してい くことを積庵的にすすめるた
めであり ,又一つには ,物理学の流行か らそれて ,陽のあた らない ところで地
味に仕事をしている研究者をはげまし ,支援するためである. そ こで第 1回 目
の特集 として ,化学反応が非常に重要な研究観域であ り ,又興味深い物理的現
象を含んでいるf/Cもかかわ らず ,物理学者にあま り関心がはらわれなか ったこ
I
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掲示硬
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お嬢ロらせ
とに着 目し ,くりヒ学反応 'をとりあげようと計画していますo これまで化学反
応を研究して来 られた方に現状と展望についてのべていただ く･予定ですが ,広
く読者の方kも勧意見 ,勧感想など勧投稿下さるようか願いします.議論のた
めの題材 とし七 ,化学反応陀ついての概略を以下にのべてみようと患います｡
化学反応についての見方の一面性を非難されるだろう内容に怒 りますが ,残 り
の面については勧投稿によって補 っていただき車いと恩lv,ますo
●● ●●
現在 ,地球上に数えきJれない程 ,多数のものが存在する. その各々のものが
固有の性質をもっている｡このこ一とは素朴に考えて ,不思議な ことではをいだ
●●
ろうか｡はじめ ,地球には ,わずか夜種類のものしかなか ったが ,45億年程
の地球の歴史の中で ,大場か らくる光エネルギーを媒介にして ,生体に至るま
○● ●●








の景高の質変化が ,無生物から生物-の変化であろ う｡我 々は今す ぐ生物の質
について論ずることができをレ､oまず簡単査分子が結合した り ,分解するとき
の質変化に注 目しようO 分子を構成す右原子は電子雲 と中心の核をもっているハ
分子中の核の運動は電子雲の広が りによって規定されている｡ 又穐方 ,電子蛋
雲の広が りは融合するとか ,ちぎれるとかの大 きな変化をうける｡ 核はその影
'響をうげ ,非常にはげしい運動をする-o核のはげしい運動は ,それをとりま く
●●
r恵子雲に影蜜を夜ほ し ,電子は新た夜状況を咋 怠 ｡ とのように化学反応がもの
●■
の質変化をともなケとずれば ,もと躍もっていた ものの質を迎え 入れるための
はげしい運動を経過しなければならないのであるo
ところで ,化学反応には ,お こりゃすい反応と ,かこりに くい反応があるO





々の反応経路をきめるのに重要な要素 と希っている可能性がある. .もし ,そ う










素過程にはあま り深 く立ち入らないで ,素反応の結合した複雑化した反応を全
体的にみようとする方法がある. 後者は反応のkineticsと言われ て い る O
これまで IkineticsVTLよる研究は ,統計的手法を使い ,界応の性質もしくは
反応の階層性を明らかにするのに有効であったo 最近 ,複雑な分子の三次元構
造がわか り ,反応中間体がみつけ られるに至って ,反応機構が立体化学の言葉
で語 られるようになったO 立体化学的に序応について与えるデータとkinetics











9月11日 G.J.Meissner(‡nst Max Yon Laue｣,aul
Langevin ) Quanttim Ti7,.eory of Lattice 'Dynamics
17日 L一日..Nosanow(Univ･ofMinesota 〕 Theory of
■
Quantum Crystal,S＼
18日 大成逸夫 S-d問題における yosida.理論とN.D.T.の
効果 -
25日 生井沢寛 (成渓大) pertunba七ion i王Ⅹpansion of
th.e G･round Sも`alもe ihergy of So⊥id 日e⊥ium
1O月 16日 宜野座光唯 一Charged Bosom-Fermion Systems-Ground
Sta七･e Energy a七 冒igh Density
25日 斉藤基彦 Mu⊥tiphonon Struc七urleS Stark
Ladder-a in Solids
-5 0日 藤本文範 Channe⊥ing と Block土ng現象
11月 6日 永井克彦 4tieの roton-roもon scaもteringによる
visCosity
15日 高田 慧(致育大) 和転移点近傍の抵抗異常
27日 村瀬千明 液体中の横波
12月 11日 高橋 実 (東大理) 1次元多体間鞄の厳智解








1970年 10月20日 ,藤田英一氏 (阪大基礎工)
｢MI,ssbauer効果による合金の研究 ｣
10月 22日 ,田沼静-氏 (東大物性研■)
｢Ⅴ族金属庭おける電子構造 と合金効果お よび圧力効果 ｣






1971･年 1月2 7日 ,平川金四郎氏 (東大物性研)
｢低次元磁性体に関す る最近の研究 ｣




〔東大 ･理 ･物理 ･久保研)
9 J.Kana皿Oriand 冒.Hasegawa
Electronic Sもruct,ure ofFerrc3magneticAlloys in もhe
C()he/rentPotentialApproximation /
? J.Ka工ユam()riandK.Terakura
A New ApproachtotheAbInj.tio Ca⊥cu･laもion ofELF,-ctronic
SJtructure ofTransitionMetalsand theirAlloys
a C.S.MくつraWetz





Hyperliptic晩 gnetohydrodvnamic Steady Fio'w Pas七a
PointSource
0 Y.工mry and i.GuntheT
Fluctuatir7nS and Physical ProlOerties ()f theTwoDimensio~
nal CTyStal Lattice
0 Fuyu土〕iko-Sugawara,,Terlユta.roNakamura
Germanium in the Far-Infrared Region
0 Sもig Stenholm
Theory of Atomic Scattering in a He-Ne Laser
0 P.C.Hohenberg ･
Dynamics Near Phase Transitions:
Liquid Helium and Antiferromagnets
0 早.C.Hohenberg
Fluc七uaもions and.Resistance in Superconductors:Theory
-529-
プレプ リン ト案 内
o 早 .C.H〔)henberg
Lectures fr,r the Tokyo Summer 工nstitute on Quantum
Fluids
o A.Balian and C.Bloch
Asymr)tctic Evaluation of the Greg,n function for Large
(〕uantum Numbers
q L.Kasday
Expp,rimenもal TpJSt c)f Quanl,um predictions forWidely
Separa一七p,a Phr'tons
O A.A.Sabry
CLassical tiara.Tjiscs at 翫 gh DerT=･8ity
OY.Takeda and_I.Matsui
Electron ReflecJtion by StandingWave nf (主iant 手ules
Laser
O.Ke主 Y()sida and K(つSaku Yamada
PeTturbaもir)rlExpansion for the Anderson fla皿iltonian
O Akio Ynshimori and Akio Sakurai
Functional 工ntegral A73T)rOaCLh to the 冒(つund StateDue to
tbe s-a Exchange lnteraction
o I).Li丁)tr,n
The Ciene,:-alized Sて)in Suscelコtibility Function foで the
Transition Metal Series
O Kazuhisa To'mita and 冒iroyukiTo'mita
A Dynamic AT)pTr)aCh tJO Phase Transiい on based on Mっments
- Quasi-C〔⊃11ectiveMode and 十,he Range of Coherence-
oTh.J.Siskens and P.MaLZ,ur
Thp,ory of Diamagnetic Relaxation in Harmonic Oscillator
As_Semblies
O L.Reatto
Phase Transition and Critical The,nomena in Two Dimensi0-
-550-
ブレブ リン ト案内
nal Heise_nberg Antiferromagnetswith Anisotropy
o p.Pyykkd
Calculaもions ofNuclear Pse,uno-Qua_drupole and Spin-Spin
C(つuPling Constant's and Nuclear QuadruTjOle Moments in
AlkaliHalide Molecules
o M.Behara and lつ.Nath





o Y.Kuramoto:Theory ofmelting Transition
- Similarity in･the Configuraもional Phase SpacpJ-
o K･Tomita and 軋 Tomita:A Dynamic Approach to Phase
Transi七ion based on lしわments
- Quasi-Collective Mod_e and the Range of Coherence-
0 S.Takad.a:Resistive A.nomalies at Magnetic Critical
Points
o A.Ole'Lq , A.Bc)mbik,班.Kucab andW.Sikora:Tables of
Magnetic SもructuTeS一口@･termined bv neutron niffraction,
PaTt I-Cubic SysもeTl_
〔日大 ･理工〕
o TheU⊥timate Temperature and the 王∋arly Universe.
(Kerson 冒uang a_nd Steven Weinberg )
o On Obtaining the Limiting Relations for Correlation
Averages.
(N.N.Bogo⊥ubov,Jr.)
o On Definition of Quasi-Averages.
-551-
(N.N.Bogolubov,Jr.)
0 Dくさscription of KineticalProcesses in the Crystalline
StructureBodies.
(Ⅴ.D.TsukaIOⅤ )
o Analysis of Critical Pow.er loss in a Superconductor.
(Mario Rabinow土ts )
o CoreTransitions and Density of Conduction States in
the Ill-V Selniconductors.
(M.Cardona,W.Gud_at, 良.過.Koch,M.Skibowski et al.)
0 Non⊥inear Echo Phenomena in Plasma.
(A.a.Sitenko)
編 集 後 記
最近 ,物性分野で DCを終えた人が ,研究機関にポス トをみつけることが非
常に困難にな ってきているo学板や ,他の機関の奨学生にもなっていない人が
大勢いるo この人連の生活は本当に苦しい0-万 ,･現在の学問の′細分化 と高度
化の もとで ,自然把対して素朴な興味をもち ,自然に問いかけてい くなかで ,■
自然観を積みあげてい くとい った悠長なことが ,なかなかできに くいO.叉科蛍
情報の供水に押し流されず ,自分の研究に独 自性 と斬新さをもって進めるとい
うのは至難のことである｡
上記二つの事情は互にか らみ合しハ壕がら ,今の若い研究者に大 きな障害とな
っている｡ 科学する心の噂が研究者の自然に対する素朴夜問いかけと対話であ
ると思 うが ,そのよう夜気特の余裕が もてる上うな社会的環境を実現するとし
た ら ,どのようにすればよいだろうかO (T.K.I)
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物 性 研 究 15-4 日 月号) 日 次
/,○ 方向橡性について
-e) ASelf･桝 PSistentTreatmentofHubb鮮dMcFdelforthe､■
AhtiferromagneticCase
o '70物性着手夏の学校報告
0 資料
池田 志-･217
末崎草生- 227
